
評価の視点
（１）対象施設全体の省エネルギー率

      省エネルギー効果の高さ

（２）温室効果ガス排出量の削減効果

      温室効果ガスの削減効果の高さ

（３）環境面に配慮した設備更新

　　　環境負荷低減に関する取組み

（４）NOx、SOx、ばい塵、騒音等の環境対策

　　　工事期間中の騒音等対策、環境配慮

（１）維持管理等サービス料と光熱水費削減保証額の差

　　　市の財政負担の抑制・平準化

（２）光熱水費削減額

　　　市の財政負担の抑制・平準化

（３）事業資金計画への信頼性

　　　応募者の経営状況、補助金の活用

（４）省エネルギー量、工事等経費の算出根拠の妥当性

　　　ＥＳＣＯサービス提供体制への信頼性

（１）具体的、妥当性のある技術提案

      応募者の技術やノウハウ

（２）必須更新機器以外の既存設備に対する更新等の独自提案

      工期及び総事業費内での積極的な改修提案

（３）期限までの確実な施工完了

      施工スケジュール管理体制、着実な事業実施

（４）維持管理、計測・検証、運転管理指針について具体性、妥当性のある提案

      ＥＳＣＯサービス提供体制への信頼性

（１）市内事業者の積極的な活用

      活用規模の大きさ及び多面的な活用

（２）ＥＳＣＯ事業の実績

      安定的な事業実施

（３）施設の運営・業務への影響

      工事施工等が施設の運営に支障をきたさないこと

（４）災害・停電時に対する強靭性の向上

      災害時等の対応
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審査実施日 令和６年２月８日

福生市庁舎空調設備等更新ＥＳＣＯ事業プロポーザル審査　採点結果
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審査項目
配点 結果

環境面評価点計（①） 65 49.9
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